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サルのプ3級的不随意迎動症先鋭のニーーPソ械桝の研兜

匂刺政と出納段位の神経生理学的研兜

夜行性ザルの睡眠のポt)グラフ的解析

喚党刺故が子宮収縮運動を変化させる械桝の神経内分酔IiJ'･

的研究

サルの行動と前頭葉･側頭葉のニューロソ横柄の神経生理

学的研究

ニホソザルの初期隔離の効先の動物間のコミiニケーシ8

ソに及ぼす影野

サル約校の次回性防止についての茶礎研死

盟F<現における祝AjtL,聴党に凹する各租絶対閉依および介

別間伯の測定方法の開発

脳死と隅故に関する韮礎的研兜

脳障田の器礎的研究

斑技研の姿多きおよびロコモーシBソにおける焚タもとその苑

現既約に関する総合研究

イソドな中心とする挟み猿の社会生態学および動物地理'III:
的研兜
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3.研究設備 (47年度新設分)

○形態基礎研究部門

2現象プラウソ管オシロスコープ (生体現象用前任増

幅箸詮2ch.つき),デi?タル筋電研分計 (2ch.),パル

ス･カウソタ (6ケタ)｡

○神技生理研究部門

PDPl12AJT]RK-8ディスクカートリッジ｡

○心理研究部門

コ･/ト｡-ル班匠 (LAB-K).プロジェクター (グレ

イソスタドラー祉畢生)0

○生理研究部門

カセットビデオn](白瓜そこクー,自爪カメラモニタ

ー,カラー ビデオカセットレコーダ-, カラーテt/

ビ),連続粒形班旺 PC-2B,多用退院祝張旺用ブt)ア

ソブ(RDU-5,RUp-45,RB-5,RT-5)0

○サル頬保健飼育管理施設

自動血球計井艶.qul皮災申監視盤.脳波計(9ch.),多

用途監視記録法托,-ilミ芝ペックヤソ恨来分析計(E-2)｡

4.研究活動 (4杵 4月～48年3月)

形態基礎研究部門

近藤四郎 ･岩本光雄

岡田守彦 ･渡辺 毅

研 究 概 要1) 盟技研の姿勢および｡コモーシ 言ソの生機桝学的研
究1)

近藤四郎 ･岡田守彦 ･池辺 毅

早川1月治 2)

1)寓田守 (お茶の水女子大 ･家政)との火同研究

2)文部技官
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ヒトの進化において直立姿勢 ･二足歩行の果たした役

割を客紋的に評価することを目的として,調致された霊

長班の各組姿勢 ･ロコモ-シまソな身体各部の運動,筋

活動,力学的要因等の側面から総合的に分析し,形態 ･

出磁的側面と閑迎させつつ,磯間比較およびヒトや他の
四足mb物との比較を行なっている｡本年度はとくにニホ

ソザルの枝わたりにおける体重心の移動と筋活動の閑連

な追求した0

2) 弘庇適応の研究

岡田守彦 ･近藤四郎

生理部門の研究概要参照

3) ニホソザルに関する形質人析学的研究

岩 本 光 雄

4) 訟l長方iの迎動特性のキネッオFlジー的研究
岡 田 守 彦

5) 望見抗下肢の形jLB.学的研究

渡 辺 毅

3).4).5)については,年報約2巻3頁参照｡

6) ニホソザルの生長に関する研究

渡辺 毅 ･近藤四郎

ニホソザルの生長を生体計測およびレソト〆ソ投掛こ

より氾跡している.現在の資料はすべて検断的方法によ

ったものであるが,今後個体追跡による縦断的資料をも

食わせて分析を進める計画である.

総 脱

I) Rondo,S.(1972):Reassessmentofenvironment

andergology.J.hzLm.ETB0E.1:aforeward.

2) 近雌四郎 (1973):歩行と姿勢.姿勢と生活11;1-

46｡

論 文

1) Okada,M.(1972):Anelectromyographicestimation
oftherelativemuscularloadindifferenthuman

postures.J.hum,ETC0E.I:75-93.

2) Okada,M.(1972);Relativetorqueinisometric

flexionandextensionoftheelbowjointatdiffe･

rentelbowangles.J.Sci.Labour48:803-809.

3) Okada,M.(1973):Effectofmusclelengthon

isometrictensionasestimatedintheflexorand

cxtcnsormusclesoftheelbowjoint.J.Fac.ScJ'.

UnfQ.OJ'TokJo(scc.V)4:213-223.

近 藤 四 郎

約31回日本平衡神経科学会シソポジウム (1972)

2) ニホソザルの発育一寸カタとヒトの発育の比較

岩 本 光 雄

約26回日本人較学会日本民族学会迎合大会 (1972)

3) 愛媛県肱川町出土の MacacaTObusLzLS株頭骨につ

いて

岩 本 光 姓

約17回プリマーチス研究会 (1973)

4) 霊長規の局所耐寒性について

岡田守彦･萱倉尋実 ･近藤四郎

約26回日本人規学会日本民族学会連合大会 (1972)

5) 等張等尺性収縮における相対負荷-筋屯図振幅関係

及び筋長によるその差異について

岡 田 守 彦

第2回日本脳波 ･筋電図学会総会 (1972)

6) アイヌの表情と運動鰭

香原志勢 ･岡田守彦

約7回 JIBp-HA シ′ソポジウム (1973)

7) ェホソザル脱山A群の生体計測

渡 辺 毅

約26回日本人析学会日本民族学会迎合大会 (1972)

神経生理研究部門

時夫利彦 ･久保田鋭

二木宏明･松汝鎌一

研 究 概 要

1) 前頭葉の蛾能の神経生理学的研究

時実利彦 ･久保田放 ･鈴木寿夫)

酒井正樹2)･F.HoⅣath3)

数年来続けている研究の一環として,遅延反応と前疏

前野背外部のニ1-Tlソの関係の解析を続けた.また単

純な光,レノミ一押し運動における前頭前野ニューTlソの

役割を調べた｡

2) 随意運動の発現械序の研究

1. 3a野の筋紡錐入力を受けるこi-Pソの活動の

解析

久保田氏 ･弓矢治秀l)･決河 広5)

手関節の屈伸時に前腕屈筋の筋紡錐(GIa)の入力を受

ける,投射野 3aのニ>-T'ソな解析した｡

学 会 発 表

1) ヒトの姿勢一特に霊長杭の.]コモーツまソの準化か

ら見て
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1)日本学術振興会流動研究員

2)京大大学院学生

3)ニ1-ヨーク医科大学

4)京大大学院学生

5)｡ヅクフェラー大学


